
完了地区フォローアップ調査 南知多地区

１．調査内容
国営農地開発事業南知多地区は、昭和51～平成６年度に

かけて実施されました。事業完了後、30年近くが経過して
おり、施設の老朽に伴う補修費等の維持管理費の増大が課題
となっています。

このため、今後の施設更新の事業も見据えて、事業完了後
における営農の変化や施設管理状況を把握するとともに、対
策手法の検討を行うため、フォローアップ調査を令和３～４
年度の２カ年で行っています。

２．意見交換会の開催
本調査では今年度、南知多地区の現状の課題と解決に向け

た今後の考え方をとりまとめるため、意見交換会を２回開催
しました。

南知多地区の各工区長や担い手営農者の方々に参加いただ
き、活発な意見交換が行われました。

グループ討論では、営農のあり方や施設整備について議論
し、参加された皆様からは、各団地で工夫して営農されてい
る点の共有や多面的機能支払交付金を活用した施設の維持管
理等について、貴重な意見が出されました。今後、参加され
た方々の意見や施設の整備方針をパンフレットとしてとりま
とめ、南知多地区の関係する方々に配布する予定です。

位 置 図

愛知県

名古屋市
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令和３年度

現況聞き取り

営農・施設状況の確認

令和４年度

現況・今後の方針につ
いて意見交換会

対策手法の検討

検討結果の共有

グループ討論の様子（10月25日）

主要作物（キャベツ） 名産品（ﾐｰﾅｺｰﾝ）

意見交換会の様子（1月17日）

また、意見交換会をとおして、役場、改良区、営農者の関係者間で情報を共有する場が
重要であり、こうした場を継続することが農産物のブランド化や経営規模の拡大など南知
多地区の農業の発展につながるものと考えます。

調査の流れ

グループ討論の様子（10月28日）
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濃尾用水地域での地下水位観測調査

１．調査の背景

昭和37年に完成した犬山頭首工では、木曽川の左岸側では宮田用水と木津用水へ、右岸
側では羽島用水へと広く濃尾平野一体に農業用水を供給してきています。

用水供給を行ってきている濃尾用水地域では、昭和40年代頃から都市化が進展し農地面
積が減少する一方、供給する水量は減少する傾向がみられませんでした。このことから、
農業用水の供給と本地域の地下水との関連性に着目し、昭和50年から地下水位観測調査を
実施し、長期にわたるデータ蓄積を行っています。

２．調査位置

現在、地下水位観測調査は右図に示す27カ所
で実施しています。

27カ所のうち、自記記録水位計による観測が
14カ所、個人宅の井戸など観測者による観測が
13カ所で、濃尾用水全域を把握できるよう努め
ています。

３．地下水位観測調査結果（地下水位の変動）

本地域の代表的な地下水位の年間を通じた変
動（傾向）は下図のとおりです。

４月後半の代かき期以降は地下水位が上昇し、
７月から９月末までのかんがい期間は上昇した
地下水位が一定に保たれ、10月以降の非かん
がい期には地下水位が低下する傾向にあります。

このことから、農業用水の供給と地下水位の
変動には一定の関連性があり、都市化の進展に
より降雨かん養（雨の地面への浸み込み）が減
少するものの、農業用水の供給量による地下浸
透が補っていることも要因の一つと考えています。

今後とも継続して地下水位観測調査を行い、農業用水と地下水の関連性を把握するため
の基礎資料として蓄積していくことが重要と考えています。

位 置 図

個人宅井戸での観測状況
（名古屋市中川区）

個人宅井戸での観測状況
（北名古屋市）
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田んぼダムの普及に向けたセミナーを開催しました。

三重県津市を流れる安濃川の流域において、「田んぼダム」による流域治水の取組を
知っていただき、この推進の気運を高めるため、“田んぼダムの普及に向けたセミ
ナー”を令和５年２月18日に開催しました。

「流域治水」とは、水害の軽減に向けて、集水域や河川区域だけでなく氾濫域も含め
た河川流域全体のあらゆる関係者が協働する対策です。

近年、気候変動の影響による水害の更なる頻発・激甚化が懸念されるなか、国、自治
体、企業等が協働し、流域治水を推進する必要があります。

流域治水の取組の１つである「田んぼダム」は、営農しながら地域の防災・減災に貢
献することができることから、近年注目を集めています。

セミナーには、地域の多面的機能支払制度に取
り組む団体や関係する行政機関の約160名に参加
いただきました。

セミナーの講師である新潟大学の吉川教授から
は「田んぼダムの水害防止効果とその普及に向け
て」というテーマで講演をいただきました。

講演では、安濃川流域で田んぼダムを実施した
場合としなかった場合の浸水被害の予測シミュレ
ーションの説明や、新潟大学で開発した三重県内
の排水桝に適した田んぼダム装置の実験の様子な
どが紹介されました。

講演の後には講師との意見交換の時間を設けま
した。セミナーの参加者からは、「自分の地域で
実施しても効果はあるのか」、「設置するために
はどれくらいの費用がかかるのか」といった質問
があり、田んぼダムの導入を前向きに検討しよう
とするコメントが多く聞かれました。 セミナーの様子

「田んぼダム」のイメージ図 新潟大学で開発した田んぼダム装置

水田水田

「田んぼダム」実施 「田んぼダム」未実施

水路水路

なお、現在この地域では、経年劣化により機能が低下した安濃ダムや用水路などの施
設の改修を行う国営施設機能保全事業「中勢用水地区」と、安濃ダムの中長期的堆砂対
策の検討を進めている国営土地改良事業地区調査「伊勢平野中央地区」を実施していま
す。
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国営事業地区内の試験・研究機関のご紹介

国営事業で生み出された農業用水を利用して、
各種研究機関で水稲、野菜、花き、果樹等の試験
・研究が行われています。

三重県津市安濃町にあります国立研究開発法人
農業・食品産業技術総合研究機構（通称「農研機
構」）安濃野菜研究拠点内の野菜花き研究部門で
は、国営中勢用水土地改良事業（昭和47～平成
2年）で造成された安濃ダムの農業用水を利用し
ています。

この研究機関の取組の一部について、ご紹介し
ます。

農研機構 野菜花き研究
部門は、茨城県つくば市と
三重県津市安濃町に研究拠
点を置き、高品質・安定生
産という目標に向けてそれ
ぞれ特色ある研究をしてい
ます。

詳細は、農研機構 安濃野菜研究拠点内の野菜花き研究部門にお問合せ下さい。
〒 514—2392 三重県津市安濃町草生 360 

TEL 059—268—1331（代表）
https://www.naro.go.jp/laboratory/nivfs/introduction/access.html

２．研究成果例：育種品種（野菜）

安濃ダム

“あきめき” “サラホワイト”“桃薫（とうくん）”

１．農研機構 野菜花き研究部門の概要と研究成果

敷地面積：244,157㎡(約24ha)

安濃野菜研究拠点で育成された品種（野菜）の
例は、以下のとおりです。

複数の根こぶ病抵抗性遺伝子を集
積し、DNAマーカー選抜により
育成。幅広い根こぶ病病原型に対
して抵抗性を示す品種です。“あ
きめき”は中生ですが、他に晩生
品種の“CR 寒次郎”もあります。

淡いピンク色の綺麗な果実で、桃
のような香りがする新しい感覚の
フルーツです。いままでにない風
味が楽しめます。

臭いや黄変の元となる成分を含ま
ず、おろしやつま等の生食加工業
務用に適した品種です。他に、た
くあん原料に適した品種の“悠
白”もあります。
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